














 

WPW 症候群に伴う薬剤抵抗性の頻拍症は副伝導路を切除することで外科的に治療可能な不

整脈と現在では考えられている。そこで私達は小児の WPW 症候群に対して体表面電位図を

用い,副伝導路存在部位の検討を行った。その結果,体表面電位図により非観血的に副伝導

路の位置が推定可能であったので報告する。 


